
【く
つ
ざ
わ
】
町
の
長
期
計
画
で

あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
を
1.8
に

引
き
上
げ
る
に
は
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
町

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

親
の
強
い
願
い
や
、
少
子
化
と

貧
困
等
の
対
策
と
し
て
子
ど
も

医
療
費
を
高
校
卒
業
ま
で
無
料

に
す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
県
北
で
も
、
小
鹿
野
町
・

横
瀬
町
・
長
瀞
町
・
皆
野
町
・

寄
居
町
・
熊
谷
市
で
実
現
し
、

深
谷
市
に
お
い
て
も
今
年
10

月
か
ら
の
実
施
が
決
定
し
て

い
ま
す
。
上
里
町
で
も
高
校

卒
業
ま
で
の
無
料
化
を
実
現
す

る
こ
と
。

【
町
長
】
子
ど
も
医
療
費
支
給

額
は
、
年
平
均
１
億
１
４
０
０

万
円
で
、
そ
の
う
ち
町
単
独
事

業
額
は
８
３
０
０
万
円
で
す
。

高
校
ま
で
拡
大
し
た
場
合
１

８
８
０
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

町
で
も
い
ち
早
く
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す

の
で
検
討
し
た
い
。

【
く
つ
ざ
わ
】
「
乳
幼
児
お

む
つ
等
購
入
費
」
は
1
歳
ま

で
を
対
象
に
、
お
む
つ
等
を

購
入
し
た
レ
シ
ー
ト
を
提
出

し
て
、
1
万
円
が
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
が
、
対
象
年
齢
、

補
助
額
な
ど
補
助
内
容
の
改

善
を
。

寄
居
町
は
、
第
1
子
1
万

円
、
2
子
2
万
円
、
3
子
以

降
5
万
円
の
「
子
育
て
支
援

交
付
金
」
を
実
施
、
北
本
市

は
「
お
む
つ
購
入
ク
ー
ポ
ン

券
35
袋
分
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

【
町
長
】
全
て
の
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
制
度
に
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
窓
口
で
意

見
を
聞
き
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
レ
シ
ー

ト
の
添
付
は
考
え
て
み
た
い
。

支
給
額
の
増
額
や
支
給
対
象
年

齢
の
拡
大
は
、
近
隣
他
市
町
村

の
類
似
事
業
等
も
調
査
し
研
究

し
た
い
。

【
く
つ
ざ
わ
】
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局
長
の
、
３
月
31

日
付
通
知
で
、
援
助
を
必
要
と

す
る
時
期
に
「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
等
」
を
支
給
出
来

る
よ
う
に
。
ま
た
、
支
給
額
の

単
価
の
増
額
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

町
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
準

要
保
護
者
に
対
し
て
も
増
額
を

補
正
で
対
応
し
、
２
０
１
８
年

度
か
ら
は
３
月
支
給
を
実
施
す

る
こ
と
。

【
町
長
】
町
で
は
要
綱
改
正
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
準
用
保
護
児

童
に
対
し
、
増
額
さ
れ
た
金
額

で
の
支
給
を
予
定
し
て
お
り
、

予
算
措
置
等
を
検
討
し
ま
す
。

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等

は
、
平
成
30
年
度
分
以
降
の
支

給
時
期
に
つ
い
て
は
改
正
の
趣

旨
を
踏
ま
え
見
直
し
た
い
。

【
く
つ
ざ
わ
】
日
本
の
一
般
廃

棄
物
の
約
２
千
万
ト
ン
は
食
品

廃
棄
物
で
、
そ
の
内
の
約
50
％

が
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
で
、

1
人
1
日
約
２
０
０
グ
ラ
ム
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
分
を
多
く
含
み
、
悪
臭
や

焼
却
炉
で
の
処
理
コ
ス
ト
の
増

大
な
ど
厄
介
な
生
ゴ
ミ
を
気
軽

に
処
理
で
き

る
の
が
、
神

奈
川
県
葉
山

町
で
開
発
さ

れ
た
「
キ
エ
ー

ロ
」
で
す
。

黒
土
の
中
に
い
る
微
生
物
が
生

ゴ
ミ
を
分
解
す
る
た
め
、
虫
の

発
生
や
臭
い
が
な
い
と
い
う
優

れ
も
の
で
す
。
県
も
昨
年
の
実

験
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
飯
能
市
や
東

松
山
市
は
、
市
が
補
助
を
し
て

キ
エ
ー
ロ
の
販
売
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
上
里
町
も
、
ふ
れ
あ

い
祭
り
で
紹
介
す
る
な
ど
「
上

里
キ
エ
ー
ロ
」
の
販
売
普
及
に

取
り
組
み
、
生
ご
み
の
減
量
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

【
町
長
】
当
町
で
導
入
す
る
場

合
は
、
町
民
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
、
箱
も
地
元
の
大
工
さ
ん
に

作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

だ
と
思
う
。
県
の
実
験
状
況
を

聞
き
な
が
ら
判
断
し
、
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
き
た
い
。
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６
月
定
例
議
会
は
５
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
長
提
案
議
案
は
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
等
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
農
業

委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
14
件
、
平
成
29
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
合
わ
せ
て
17
議
案
で

し
た
。
一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
行
い

ま
し
た
。

く
つ
ざ
わ
幸
子
の
一
般
質
問

６
月
議
会
で
は
、
一
、
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
二
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
三
、
生
ご

み
の
減
量
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

町
は
人
口
減
少
の
抑
制
を
め
ざ
し
、
２
０
６
０
年
に
２
万
６

６
０
０
人
を
目
標
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
２
０
３
３
年
以
降

１
・
８
人
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
町
の
調
査
で
は
、
２
人
以
上

の
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
７
割
以
上
で
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
る
政
策
が
必
要
と
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
第
７
期
介
護
保
険
の
事
業
計
画
が
行
わ
れ

ま
す
。
保
険
料
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
聞
き
ま
し
た
。

三

点
目
は
、
ゴ
ミ
問
題
で
す
が
、
ゴ
ミ
の
中
で
も
、
腐
敗
や
悪
臭

な
ど
処
理
に
困
る
生
ゴ
ミ
の
減
量
方
法
と
し
て
「
キ
エ
ー
ロ
」

の
普
及
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

いち早くやっていければと思っているわけで…

上里町でも高校卒業まで医療費無料化を！

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

生
ゴ
ミ
の
減
量

「
キ
エ
ー
ロ
」
普
及
を



2015年度 2016年度 比較
1986件 2105件 ６％増

デイサービス 3547件 2976件 17.1％減
ホームヘルプ 881件 932件 8.5％増
認知対応型グループホーム 600件 676件 12.7％増
デイサービス 768件 617件 19.5％減
ホームヘルプ 1838件 1740件 5.3％減

  施設サービス
在
宅

 表１

総
合
事
業

６
月
定
例
議
会
に
は
、

埼
玉
県
農
民
運
動
連
合
会

会
長
の
立
石
氏
か
ら
、

「
農
業
者
の
個
別
所
得
補

償
制
度
」
の
復
活
を
求
め

る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

７
日
の
総
務
経
済
常
任

委
員
会
審
査
で
は
、
「
生

産
費
を
米
価
が
下
回
っ
て

は
農
業
が
ま
す
ま
す
衰
退

す
る
こ
と
に
な
る
、
上
里

町
は
農
業
の
町
で
あ
り
重

要
な
こ
と
だ
」
と
の
意
見

が
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

９
日
の
本
会
議
で
も
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
（
公
明
党
の
飯
塚
議
員

は
欠
席
）

「
農
業
者
個
別
所
得
補
償
制
度
」
の

復
活
を
求
め
る
請
願
を
採
択
！

「農業者個別所得補償制度」の復活を求める意見書

米価が生産費を大きく下回る水準に下落し、多くの稲作農家が「これ

では作り続けられない」という状況が生まれています。また、「安いコ

メ」の定着によって、生産者だけでなくコメの流通業者の経営も立ち行

かない状況となっています。

こうしたなかで政府は、農地を集積し、大規模・効率化をはかろうと

していますが、この低米価では規模拡大した集落営農や法人ほど赤字が

拡大し、経営危機におちいりかねません。

平成２５年までは、主要農産物（米、麦、大豆など）などの販売農業

者に対して、生産に要する費用(全国平均）と販売価格（全国平均）を

基本に差額を交付する「農業者個別所得補償制度」がとられ、多くの稲

作農家の再生産と農村を支えていました。

平成２６年からは、「経営所得安定対策」に切り替わり、米について

は１０a当たり7,500円の交付金へと引き下げられ、稲作農家の離農が加

速し、地域がいっそう疲弊しています。しかも、この制度も平成３０年

度産から廃止されようとしています。

これでは、稲作経営がなりたたないばかりか、水田のもつ多面的機能

も喪失し、地域経済をますます困難にしてしまうことはあきらかです。

そこで、欧米では当たり前となっている、経営を下支えする政策を確

立することこそが必要だと考えます。そうした観点から、当面、生産費

をつぐなう農業者個別所得補償制度を復活させて、国民の食糧と地域経

済、環境と国土を守ることを求めます。

以上、地方自治法９９条の規定により、意見書を提出します。

農業経営を守るための意見書を国に提出！

【
く
つ
ざ
わ
】

①
介
護
が
必
要
な
方
の
調

査
結
果
に
示
さ
れ
た
住
民

ニ
ー
ズ
と
介
護
者
の
実
態

と
町
の
特
徴
的
な
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
「
現
在
の
暮
ら

し
の
状
況
を
経
済
的
に
見

て
ど
う
感
じ
ま
す
か
」
で

は
、
大
変
苦
し
い
が
７
・

８
％
、
や
や
苦
し
い
が
21
・

７
％
で
し
た
。

【
く
つ
ざ
わ
】
上
里
町
は

「
新
し
い
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
要
支
援
１
・
２
の
認

定
状
況
の
変
化
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
総
合
事
業
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
比
率
は
ど
う
で

す
か
。

ま
た
、
今
後
も
引
き
続

き
要
支
援
１
・
２
の
方
が

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ

る
サ
ー
ビ
ス
量
が
確
保
で

き
る
見
通
し
は
あ
り
ま
す

か
。

【
町
長
】
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
は
（
表
１
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
減
少

は
地
域
密
着
型
に
移
行
し

た
た
め
で
す
。
総
合
事
業

に
移
行
し
た
サ
ー
ビ
ス
が

減
少
し
た
理
由
は
、

状
態
が
改
善
さ
れ
た

方
を
、
「
こ
む
ぎ
っ

ち

ち
ょ
っ
く
ら
体
操
」

な
ど
一
般
介
護
予
防
事
業

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
数
で
は
、

２
０
１
５
年
度
２
７
２
人
、

２
０
１
６
年
度
は
、
総
合

事
業
が
利
用
可
能
と
な
る

対
象
者
が
59
人
、
要
支
援

者
が
２
０
５
人
で
す
。

【
く
つ
ざ
わ
】
介
護
保
険

第
１
期
に
お
け
る
、
上
里

町
の
介
護
保
険
料
の
基
準

額
は
、
年
間
３
万
９
百
円

で
し
た
が
、
第
６
期
の
現

在
は
、
５
万
５

千
８
百
円
で
す
。

一
方
で
、
厚

生
労
働
省
国
民

生
活
基
礎
調
査

の
高
齢
者
世
帯

の
平
均
所
得
は
、
同
時
期

で
22
万
２
千
万
円
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

年
収
が
減
り
介
護
保
険

料
が
１
８
０
％
に
増
加
し

て
い
る
の
で
す
。

今
年
度
決
定
す
る
第
７

期
介
護
保
険
料
は
、
こ
れ

以
上
の
負
担
増
を
や
め
る

た
め
に
、
国
庫
負
担
金
の

増
加
が
必
要
で
す
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

も
視
野
に
入
れ
計
画
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か

【
町
長
】
平
成
27
年
度
時

点
で
の
国
の
試
算
で
は
、

平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）

に
は
、
全
国
平
均
で
６
７

７
１
円
に
な
る
と
推
計
し

て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
高
齢
者

数
の
増
加
、
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
等
、
介
護
保
険

料
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は

想

定

さ

れ
ま
す
。

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問
の
続
き


